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１． はじめに  

日本人のダイオキシン類の摂取経路はほとんどが食物経由であり、

その中でも魚介類の摂取による寄与が大きいことが知られている。

よって、われわれのダイオキシン類曝露を考える上で、水界生態系

におけるダイオキシン類の生物蓄積の程度と機構を明らかにするこ

とは非常に重要なことである。本報では、東京湾に生息する栄養段

階のことなる水生生物と底質中ダイオキシン類の測定データをもと

に生物の栄養段階とダイオキシン類の蓄積特性について解析を行っ

た結果を報告する。 

２．実験方法  

本研究では、東京湾の北部海域から魚類 6 種、貝類 3 種、プラン

クトンおよび底質を採取しダイオキシン類の濃度を測定した。対象

物質は、4～8塩素置換 PCDD/Fs と co-PCBs [non-ortho-PCBs(#77, 81, 

126, 169)およびmono-ortho-PCBs(#105, 114, 118, 123, 156, 167, 189)]と

した。生物試料の測定では、まず冷凍保存した魚類の全身および貝

類の可食部位をそれぞれホモジナイズし、凍結乾燥した後、ジクロ

ロメタンを用いてソックレー抽出を行った。そして、抽出液に内部

標準物質を添加し、硫酸処理、シリカゲルカラム、アルミナカラム、

活性炭埋蔵シリカゲルカラムで精製した。それから、HRGC-HRMS

を用いて EI-SIM 法で測定を行った。底質試料の測定については、

桜井(1996)に準じた。また採取した生物種の栄養段階の位置は、窒

素の安定同位体比(ä15N)を用いて定量化した 
３．結果と考察  

各生物の窒素安定同位対比(ä15N)を測定した結果を解析したとこ

ろ、ä15N と生物学的視点から推測した栄養段階の位置はよい一致が

見られた。窒素同位体比の大きさは、プランクトンと貝類が低く、

魚類が高くなった。 

PCDD/DFs の生物体内濃度は、栄養段階の上昇に伴い、総濃度は

減少する傾向が見られた。これに対し co-PCBs は、栄養段階の上昇

に伴い、濃度は上昇する傾向が見られた。非 2,3,7,8 置換異性体と

2,3,7,8 置換異性体を比較すると、前者よりも後者が高い蓄積性を示

した。 

ダイオキシン類のコンジェナーごとに底質-生物蓄積係数(BSAF)

を算出し、BSAF 値によるダイオキシン類の蓄積特性の評価を行っ

た。ここでは、対象生物種の中で最も栄養段階が高いスズキを例に

あげ、ダイオキシン類の蓄積特性の検討を行った。ダイオキシン類

のスズキにおける蓄積性は、mono-ortho PCBs > non-ortho PCBs > 

2,3,7,8 置換 PCDD/DFs > 非 2,3,7,8 置換 PCDD/DFs の順であった。

2,3,7,8 置換PCDD/DFs および co-PCBs におけるBSAF値と水溶解度

の関係を図１にプロットした。これより、水溶解度の上昇に伴い、

BSAF値が上昇する傾向が見られ、両者の間には高い相関が見られ 

た。このことから、2,3,7,8置換PCDD/DFs と co-PCBs の生物蓄積性

には、水溶解度が重要な役割を果たしていることが示唆された。 

図 2に 2,3,7,8置換PCDDs/DFs およびco-PCBs における水生生物

の栄養段階と BSAF 値の間の傾きと水溶解度の関係をプロットした。

水生生物の栄養段階と BSAF 値の傾きは、その値が正であれば栄養

段階の上昇に伴い生物体内濃度が上昇することを意味し、その値が

負であればその逆を意味している。図 2 では、水溶解度とその傾き

の間には高い相関があることを示している。また、co-PCBs の傾き

は、PCDD/DFs よりも大きい値を示しており、co-PCBs は、

PCDD/DFs に比べて食物連鎖を介した蓄積性が高いことを示唆して

いる。 

参考文献: 桜井ら(1996) Chemosphere 33(10): 2007-2020 
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図２ 2,3,7,8置換PCDDs /DFsおよびco-PCBs における log 
BSAF vs. δ15Nの傾きと水溶解度 (log Ss, pg/L) の関係
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図１ 2,3,7,8置換PCDDs/DFsおよびco-PCBs におけるス

ズキのBSAF値と水溶解度 (log Ss, pg/l)の関係
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図１ 2,3,7,8置換PCDDs/DFsおよびco-PCBs におけるス

ズキのBSAF値と水溶解度 (log Ss, pg/l)の関係
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